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戦　　　　　　　　評

　地の利を活かして勝利したい7年ぶり8回目出場の松山東と、3大会ぶり23回目の

出場を誇る伝統校長崎日大との戦い。開始早々、松山東は③CB大浦のシュートが決

まり、幸先の良いスタートを切ったが、1分⑥森實が負傷退場。嫌なムードが流れ

る。対する長崎日大は⑤福田、⑭山川、②日野、⑧井上、⑨空閑、⑬石丸らが得点

を重ね、15分までに11得点。一方、松山東は敵のアグレッシブなDFを突破でき

ず、②岡部、④水野らによる3得点に留まり、7人攻撃を仕掛け、反撃に出る。①

GK藤原のナイスセーブもあり、⑦坂本のカットインシュートなどで得点を挙げた。

長崎日大は得点が止まった時間があるものの、⑥矢竹、⑪平山らが得点を重ね、①

上戸、⑫大石のGK陣も随所でナイスセーブを見せ、前半を17対9で折り返す。

　点差を縮めたい松山東は、後半開始早々に華麗なスカイプレイを決めるものの、

長崎日大の攻撃リズムは崩れず着実に得点を重ねていく。松山東も必死に食らいつ

き、⑬奥村らが果敢にゴールを狙って得点を決めたが、最後まで追いつくことはで

きず、35対17で長崎日大が勝利を飾った。

記載者氏名 村上純也
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